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令和 3 年 7 月（第一版） 
令和 5 年 2 月（第二版）1 

北海道太平洋沿岸の津波浸水想定について（解説） 

1．津波浸水想定の考え方

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による甚大な津波被害を受け、内閣府中央防災

会議専門調査会では、新たな津波対策の考え方を平成 23 年 9 月 28 日（東北地方太平洋沖地震

を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会報告）に示しました。 

この中で、今後の津波対策を構築するにあたっては、基本的に二つのレベルの津波を想定する

必要があるとされています。 

一つは、住民避難を柱とした総合的防災対策を構築する上で想定する「最大クラスの津波」

（L2 津波）です。 

もう一つは、海岸堤防などの構造物によって津波の内陸への浸入を防ぐ海岸保全施設等の建設

を行う上で想定する「比較的発生頻度の高い津波」（L1 津波）です。 

今般、「北海道防災会議地震火山対策部会地震専門委員会：津波浸水想定設定ワーキンググル

ープ」での議論等も踏まえて、「最大クラスの津波」に対して、住民避難を柱とした総合的防災

対策を構築する際の基礎となる、道としての津波浸水想定を設定しました。 

図－１ 津波対策を講じるために想定すべき津波レベルと対策の基本的な考え方 

1 令和 5 年 2 月時点、羅臼町においては、オホーツク海を震源とする津波の回り込みの影響が局

所的に大きくなるエリアがありましたので、今回新たに津波浸水想定を更新しました。
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対象津波 網走沖の地震モデル 想定地震津波 

マグニチュード 7.5 

使用モデル H23.3 道モデル：網走沖モデル（北見大和堆） 

概

要 

説明 
H23.3 北海道オホーツク海沿岸の津波浸水予測図モデル 
※不確実性を考慮し、断層の走向について、以下の５パターン設定し、市町村ごとに影
響の大きいモデルを設定。

震源域 

と地盤 

変動量 

走向パターン

-20° -10° ±0° ＋10° ＋20° 

震源域

地盤変動量分布

※令和 5年 2月、羅臼町について、上記の津波断層モデルを踏まえた津波浸水想定を更新。
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（１）浸水想定面積（市町毎の最大浸水想定面積）

【留意事項】 

・浸水想定面積は、河川等部分を除いた陸上の浸水深 1cm 以上の範囲で、小数点以下四捨五入し

ています。

・浸水想定面積は、複数ケースのシミュレーション結果を重ね合わせ、最大となる浸水域を算定

しました。

・浸水想定面積の合計値は、四捨五入の関係で各市町の面積の合計値とは合いません。
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（２）海岸線の津波水位（市町毎の最大津波水位(最大津波高)） 

 
【留意事項】 

・津波水位の単位は標高 T.P.ｍで、小数点以下２位を切り上げた数値で表示しています。 

・津波水位は、複数ケースのシミュレーション結果を重ね合わせ、最も高い津波水位（最大津波

水位）の最大値と最小値を表示しています。 

・表中の塗色は、最大津波水位となる津波断層モデルを表示しています。 

・「（２）津波の最も高くなるケース」の最大値と「（３）津波影響開始時間（±20cm）が最も早

くなるケース」の最短時間は、同じ断層モデル、同じ地点で発生するとは限りません。 
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（３）津波影響開始時間（±20cm）及び津波到達時間 

 
【留意事項】 

・津波到達時間は、複数ケースのシミュレーション結果を重ね合わせ、最も早い津波影響開始時

間（最短津波影響開始時間、第一波到達時間、最大津波到達時間）を表示しています。 

・表中の塗色は、最短津波影響開始時間および最大津波到達時間の津波断層モデルを表示してい

ます。



参考資料１-1 

【参考資料１】：太平洋沿岸の津波浸水想定について 

１．地域海岸の設定について 

２．最大クラスの津波の設定について 

３．シミュレーションの条件について 

４．津波浸水シミュレーションについて 

５．津波浸水想定の設定について 

６．諸条件の違いにより生じる不確実性の検証について 

７．H24.6 公表との違いについて 

８．太平洋を震源とする津波のオホーツク海沿岸への影響について 

９．松前町への影響について 

10．オホーツク海を震源とする津波の太平洋沿岸への影響について 



参考資料１-18 

図－29 地域海岸 No.29 

根室市（落石西地区）～根室市（納沙布地区）

図－30 地域海岸 No.30 

根室市（納沙布地区）～羅臼町（知床岬地区）
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10．オホーツク海を震源とする津波の太平洋沿岸への影響について 

羅臼町については、令和 3 年 7 月に太平洋を震源とする最大クラス津波の津波浸水想定を公

表している。令和 5 年 2 月のオホーツク海沿岸を震源とする津波断層モデルの影響について、知

床岬を回り込み来襲する羅臼町沿岸（知床岬以東）への影響について確認を行った。

【結論】 

オホーツク海沿岸を震源とする網走沖の地震に伴う津波は、知床岬を回り込み羅臼町沿岸へ来

襲する。知床岬からペキンノ岬付近（上図：C 地点）までは、回り込んだ津波の影響が大きく、 

ペキンノ岬以南は、太平洋を震源とする最大クラス津波の影響が大きい。なお、オホーツク海を

震源とし、半島を回り込み来襲する津波の影響が大きい、知床岬（B）からペキンノ岬付近（C）

を経て知円別漁港（Ｅ）の区間において、太平洋沿岸を震源とする最大クラス津波よりも網走側

からの津波高が高くなる箇所があることから、羅臼町について浸水想定の見直しを実施した。


















